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研究成果の概要（和文）： 
19 世紀を中心とする中国・ロシア所在日本関係史料の体系的収集と分析を進め、当該史料をめ
ぐる国際共同研究を推進して 7 回にわたる国際研究集会を開催するなど、東アジアの国際環境
の変容と日本近代化の位相を中国・ロシア所在の一次史料に基づいて論じた。また、3 冊の史
料目録を刊行するなど、収集史料および目録情報等の学術資源化・公開利用をはかった。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
We have clearly discussed about the phase of the Japan modernization in the 
transformation of the international circumstances of the Eastern Asia, by making a 
systematic research on the historical materials mainly of the 19th century relating to 
Japan owned in China and Russia, promoting the international collaboration over 
historical materials concerned, and holding the international symposiums seven times. We 
have also published three catalogues and made these historical materials open to the 
academic world. 
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2007 年度 10,200,000 3,060,000 13,260,000 
2008 年度 9,200,000 2,760,000 11,960,000 
2009 年度 8,900,000 2,670,000 11,570,000 
2010 年度 8,200,000 2,460,000 10,660,000 

総 計 36,500,000 10,950,000 47,450,000 
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１．研究開始当初の背景 
欧米諸国に比して調査研究が不十分だっ

た中国・ロシア所在日本関係史料に関する研
究所の先行研究を継承し、ロシア・中国現地
の研究者・研究機関との共同研究を具体的に
推進する契機が生じていた。系統的な史料調
査と共同研究の実施によって、日本関係史料
の収集と研究・分析、公開、そして史料目録
の出版を進める必要があった。 

 
２．研究の目的 

19 世紀を中心とする中国・ロシア所在日本
関係史料の体系的収集と分析、当該史料をめ
ぐる国際共同研究を推進することによって、
東アジアの国際環境の変容と日本近代化の
位相を考察し、収集史料および目録情報等の
学術資源化・公開利用をはかることを目的と
する。 
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３．研究の方法 
（1）ロシア・サンクトペテルブルク市のロ
シア国立歴史文書館・同海軍文書館・ロシア
科学アカデミー東洋古籍文献研究所（旧東洋
学研究所）、中国・北京市の中国第一歴史档
案館など、現地のアーカイヴズないし研究機
関、日本史・日本学研究者と連携して日本関
係史料の系統的調査・収集をおこない、共同
研究体制を構築する。 
（2）現地研究者を招聘し、国際研究集会を
開催して日本関係史料の調査・研究成果を公
開・発表する。 
（3）調査・収集した日本関係史料について、
史料群の構造に関する史料学的検討をすす
め、史料目録を完成させて翻訳・出版・刊行
する。 
（4）とくに重要と思われるテーマないし史
料群について、現地研究機関との間でマルチ
アーカイヴァルに重点的な共同研究を実施
する。 
 
４．研究成果 
（1）ロシア史料の調査収集と共同研究：帝
政ロシアの中央政府史料をおさめるロシア
国立歴史文書館・ロシア国立海軍文書館の日
本関係史料について、系統的な調査・収集を
実施した。先行研究で寄贈された故保田孝一
岡山大学名誉教授の収集史料群（ロシア語史
料）の整理をすすめ、また北海道新聞社・伊
藤一哉氏の収集コレクションの寄贈をうけ
ている。このほか、サンクトペテルブルグ国
立図書館・ロシア科学アカデミー東洋古籍文
献研究所・同民族学人類学博物館・ロシア国
立海軍中央博物館・ロシア国立砲兵博物館な
どの調査を行った。 
（2）中国史料（档案）の調査収集と共同研
究：中国第一歴史档案館（北京市・故宮内）
へ出張して日本関係档案の調査を実施し、先
行研究で入手した「軍機処録副」約 2400 件
に加え、「宮中朱批奏摺」673 件をデジタルデ
ータで受理した。また研究を進める中で中国
国家博物館所蔵「抗倭図巻」を調査する機会
があり、別途経費も得て倭寇図像に関する共
同研究に着手した。 
（3）国際研究集会の実施：上記史料調査お
よび共同研究の成果をふまえ、現地研究者を
招聘して計 7 回の国際研究集会を実施した。
そのうち、「日露関係史料をめぐる国際研究
集会」および「清代日本関係档案をめぐる国
際研究集会」は、東京大学史料編纂所と日本
学士院との共催で実施した。また、2010 年
度に国際研究集会「比較研究：「倭寇図巻」
と「抗倭図巻」」を共同開催した。各研究集
会報告は、『東京大学史料編纂所研究紀要』
に掲載・発表した。 
（4）ロシア科学アカデミー東洋古籍文献研
究所（旧東洋学研究所）との共同研究：19

世紀初頭サハリン・アイヌとの交易帳簿 2 点
のデジタル画像を入手、その解読・翻刻をお
こない分析をすすめた。同帳簿は、カラフト
では初めての史料であり、また最古のアイヌ
交易記録であるため、注目された。19 世紀初
頭の北方紛争関係史料「魯人再掠蝦夷一件」
（外務省引継書類）の翻刻作業をおこない、
ロシア語翻訳を支援した。 
 19 世紀初頭の北方紛争に関連して行った
調査において、関連するテキスト史料に加え、
接収した武器・武具類（民族学人類学博物館）、
大砲（砲兵博物館）などを見出すことが出来
た。この大砲のうち 1 門は戦国時代のキリシ
タン大名大友宗麟のものであったことが判
明し話題となった。 
（5）日本関係史料目録の作成・出版：『ロシ
ア国立歴史文書館所蔵日本関係史料解説目
録』（446 頁）、『中国第一歴史档案館所蔵中日
関係史料档案目録』（本文 599 頁）、『ロシア
国立海軍文書館所蔵日本関係史料解説目録』
（367 頁）を作成し、翻訳・出版して国内外
の主要な公立図書館・大学図書館などに頒布
した。 
 この目録類については、今後日本史分野の
研究者が活用することが期待される。 
（6）その他、研究成果の公開：国際研究集
会の報告は随時『東京大学史料編纂所研究紀
要』に掲載したほか、調査収集した史料は『大
日本古文書』幕末外国関係文書、あるいは『世
界史史料』日本編（岩波書店、2011 年刊行予
定）などに収録した。 
（7）今後の展望：ロシア・中国所在史料の
系統的調査収集を継続し、さらにデジタル化
して目録検索が可能なかたちに持っていき
たい（研究資源化）。また、共同研究として
取りかかっているサハリン・アイヌ交易帳簿
や北方紛争史料、あるいは倭寇イメージの研
究について、史料集や図録など成果をかたち
にしていきたい。 
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〔その他〕報道 8 件 
報道関連：北海道新聞 2008 年 5 月 4 日付「樺
太アイヌ民族交易簿現存」（1・3 面）、同 2009
年 6 月 3 日付「樺太アイヌ民族の交易品」、
朝日新聞 2009 年 9 月 3 日付「アイヌ交易最
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2009 年 9 月 21 日付「風：核戦争から守った
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東大調査」、毎日新聞 2010年 10月 25日付「中
国にも倭寇の絵巻、共同研究で謎解明へ」、
朝日新聞 2010 年 12 月 2 日付「倭寇図中国に
も、制作時期や背景解明へ」、毎日新聞 2010
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